
届出基準
患者（確定例）： 臨床的特徴を有する者を診察した結果、症状や所見から梅毒が疑われ、かつ、
次の表の左欄に掲げる検査方法により、梅毒患者と診断した場合には、法第１２条第１項の規定に
よる届出を７日以内に行わなければならない。
無症状病原体保有者：診察した者が臨床的特徴を呈していないが、次の表の下欄に掲げる検査方法
により、抗体（1)カルジオリピンを抗原とする検査では１６倍以上又はそれに相当する抗体価）を
保有する者で無症状病原体保有者と見なされる者（陳旧性梅毒と見なされる者を除く。）
感染症死亡者の死体：（２）の臨床的特徴を有する死体を検案した結果、症状や所見から、梅毒が
疑われ、かつ、次の表の左欄に掲げる検査方法により、梅毒により死亡したと判断した場合

検査方法 検査材料
染色法またはPCR検査等による病原体の検出 病変（初期硬結、硬性下疳、扁平コンジ

ローマ、粘膜疹）
次の1)、2)の両方の抗体検査による血清抗体の検出
1)カルジオリピンを抗原とする検査

例）ＲＰＲカードテスト、凝集法、自動化法 等
2)T. pallidumを抗原とする検査
例）ＴＰＬＡ法、ＴＰＰＡ法、ＣＬＩＡ法、ＦＴＡ−ＡＢＳ法 等

血清

引用：厚生労働省ホームページ
https://www.mhlw.go.jp/bunya/kenkou/kekkaku-kansenshou11/01-05-11.html



先天梅毒は、下記の５つのうち、いずれかの
要件をみたすものである。
ア ⺟体の血清抗体価に⽐して、児の血清抗体価が著しく⾼い
場合
イ 児の血清抗体価が移行抗体の推移から予想される値を⾼く
超えて持続する場合
ウ 児のT.pallidumを抗原とするIgM抗体陽性
エ 早期先天梅毒の症状を呈する場合
オ 晩期先天梅毒の症状を呈する場合

梅毒患者と診断した場合には、法第１２条
第１項の規定による届出を７日以内に行わ

なければならない。

引用：厚生労働省ホームページ
https://www.mhlw.go.jp/bunya/kenkou/kekkaku-kansenshou11/01-05-11.html



岡山市では、梅毒届出時に医師等に対し、
患者の疫学情報として調査票の提出を依頼している
（必要に応じて感染症担当保健師が電話で聞き取り実施）

積極的疫学調査（感染症法第15条）を実施
梅毒　調査票　（岡山市） 【新様式】

ファクス返信先：０８６－８０３－１３３７　　　　岡山市保健所感染症対策課

　　　年　　　　　月　　　　　日 初診日 　　　年　　　　　月　　　　　日

　　　年　　　　　月　　　　　日 発病日 　　　年　　　　　月　　　　　日

　　　年　　　　　月　　　　　日 病型
    早期Ⅰ期／早期Ⅱ期／晩期顕症梅毒／
     先天梅毒／無症候

　　　　　　　　　　　　歳　 　（0歳児は月齢） 性別 　男性　　　　　／　　　　　女性

　　1.あり （１人）　　　　　　 2.あり（複数 ）　　　　　 3 .あり（不明 ） 　　　　　　4.なし　　　　　　5.不明　　

→1期、2期梅毒、感染後1年以内の
　　無症候性梅毒はパートナーの梅毒検査が
　　必要なため、パートナー検診をお勧めください

→未実施・未勧奨の場合はリスクに応じて
　  検査をお勧めください

→男性患者のパートナーが妊娠している場合、
先天梅毒のリスクがあるため、パートナー検診をお勧めく
ださい

　　1.症状あり　　　　　　　　2.定期的な検査／スクリーニング検査　　　　　 　3.妊娠時の検査

　　梅毒感染者との性行為　（　4. 同性　　5.異性　　6.不明）　　　　　　　 　　7.不明

　　8.その他　（                                  )　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　1.本人が梅毒を疑っていた　   2.本人は梅毒を疑っていなかった（知らなかった）　 3.不明

　　1.未実施　　2.実施（陽性）　　3.実施（陰性）

　　1.未実施　　2.実施（陽性）　　3.実施（陰性）

【問合せ先】岡山市保健所感染症対策課　　〒700‐8546　岡山市北区鹿田町1丁目１－１　電話０８６－８０３－１２６２　

梅毒発生届をご提出いただきありがとうございます。
岡山県内での梅毒患者増加を受け、保健所では「積極的疫学調査（保健所からの聞き取り調査）」を行っています。
つきましては、下記項目に記入いただき返信ください。調査へのご協力をよろしくお願いします。

基
本
情
報

（
発
生
届
よ
り

）

記載者名または連絡担当者名 ※ご不明な点等があった場合連絡させていただくことがあります。
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梅毒検査の理由
（主なものを1つ回答）

梅毒検査の理由（認識について）

ＨＩＶ

　　　　HIV、Ｂ肝未実施の場合はリスクに応じて検査を
        お勧めください

Ｂ型肝炎

その他の性感染症
（クラミジア、淋菌など）

　　・ｸﾗﾐｼﾞｱ ：1.未実施 　　　　 2.実施　（陽性）　　　　 3.実施（陰性）
　
　　・淋　菌  ：1.未実施 　　　   2.実施　（陽性）          3.実施（陰性）
　
　　・その他 （　　　　　                             　　                                             ）
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感染経路（性的接触）の詳細 　　接触相手との関係：　1.パートナー　　　2.風俗店利用　　　3.風俗店従事　　　4.その他(                          )

パートナーの妊娠の有無
※男性患者のみ

 
　
  　1.あり　　　　2.なし　　　　3.不明

医療機関への聞き取り項目
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医療機関の診療科 　　1.皮膚科 　　2.泌尿器科　　3.肛門科　　4.産婦人科　　5.内科　　6.消化器内科　　7.その他（　　　　　　　）　　8.不明

患者の職業 　　1.風俗店従事      　　　 2.学生     　　　  3.有職者   　　　    4.無職    　　　   5.不明

患者の既往歴
（その他性感染症）

　　なし　/　あり   →　クラミジア　・　淋菌　・　性器ヘルペス　・　トリコモナス　・　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

特定のパートナー

90日以内の性交渉   　1.あり　　　　2.なし　　　　3.不明

パートナーの梅毒検査
　　1.未実施（勧奨した) 　　  2.未実施（勧奨せず）

　　3.実施　（陽性）        　　 4.実施　（陰性）

感染したと推定される日

年齢

発生届に記載があれば任意記載

届出日

診断日 

・診療科
・患者の職業、既往歴
・感染経路の詳細
（風俗店利⽤、従事、パートナー等）
・特定の性交渉パートナーの有無
・梅毒の検査理由
・HIVや他の性感染症の検査の実施状況 等

主な調査項目


